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明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
の
市
制
・
町
村
制
の
施

行
に
と
も
な
い
実
施
さ
れ
た
「
明
治
の
大
合
併
」

は
、
全
国
で
約
7
万
あ
っ
た
町
村
を
約
5
分
の
1
に

再
編
成
す
る
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
滋
賀
県
内
で

も
、
１
６
７
５
町
村
が
6
町
１
８
９
村
に
整
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
近
代
国
家
の
建
設
を
急
ぐ
明
治
政

府
は
、
明
治
5
年
（
１
８
７
２
）
か
ら
7
年

（
１
８
７
４
）
に
か
け
て
も
、
全
国
的
に
町
村
の
合

併
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
政
府
の
方
針
を
受
け
て
、

滋
賀
県
で
も
町
村
合
併
の
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
明
治
7
年
（
１
８
７
４
）
に
75
件
の
合
併
が
認

可
さ
れ
、
栗
東
地
域
で
も
、
御
園
（
金
勝
中
＋
上
山

依
）
・
高
野
（
小
坂
＋
土
＋
今
里
）
・
目
川
（
東
目

川
＋
西
目
川
）
・
上
鈎
（
上
鈎
＋
寺
内
）
・
苅
原

（
半
苅
＋
市
川
原
）
の
5
村
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
合
併
が
進
め
ら
れ
た
理
由
の
1
つ
に

は
、
地
租
改
正
・
地
券
発
行
と
い
っ
た
近
代
的
な
税

制
へ
の
移
行
に
向
け
た
作
業
の
中
で
、
江
戸
時
代
以

来
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
土
地
の
所
有
関
係
を
整
理
す

る
の
に
有
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
水
利
や
祭
礼
で
村
同
士
が
関
わ
り
合
い
、
共
同

体
と
し
て
の
関
係
性
を
築
い
て
い
た
と
い
う
背
景
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
栗
東
地
域
か
ら
は
、
そ
の
後
も
明
治
8
年

（
１
８
７
５
）
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
15
件
の

合
併
願
い
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
（
下
表
）
。
こ
の
際

に
合
併
を
願
い
出
な
か
っ
た
の
は
、
前
年
に
成
立
し

た
ば
か
り
の
御
園
を
除
け
ば
小
柿
・
上
砥
山
・
荒
張

の
3
村
の
み
で
、
栗
東
地
域
の
村
々
で
の
合
併
機
運

の
盛
り
上
が
り
が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
、
政
府

は
同
年
2
月
に
、
一
転
し
て
町
村
合
併
を
抑
制
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
15
件
の
合
併
も

実
現
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
時
に
案
と
し
て
示
さ
れ
た
新
た
な
村
名
に

は
、
「
高
辻
」
「
川
中
」
な
ど
旧
名
を
合
成
し
た
も

の
や
、
「
美
栄
」
「
豊
田
」
な
ど
好
字
を
用
い
た
も

の
、
「
ヲ
ツ
ギ
（
小
槻
）
」
「
梅
の
木
」
な
ど
地
域

の
歴
史
に
ち
な
ん
だ
も
の
な
ど
が
あ
り
、
合
併
に
向

け
た
腐
心
や
、
新
た
な
村
に
か
け
る
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。
明
治
の
大
合
併
に
先
立
つ
こ
と

十
数
年
、
こ
の
と
き
の
合
併
が
い
く
つ
か
で
も
実
現

し
て
い
た
ら
、
そ
の
後
の
栗
東
の
か
た
ち
も
今
と
は

違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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▼高野村地券取調総絵図

　明治6年（1873）に作製された地券取調総絵図で、
明治7年（1874）に成立した村の名称が用いられてい
ます。本図で示す必要のある土地の所有関係が複雑
に入り組んでいたことは、合併の大きな理由となりま
した。

▼苅原村地券取調総絵図

幻の明治の村

『栗東の歴史』第3巻「近代・現代」より作成

合併を願い出た村々 新たな村名の（案）
東坂・井上・観音寺 美栄（ミエイ）

下戸山・山寺（草津市） ヲツギ（小槻）
目川・岡 目川

川辺・坊袋・安養寺・上鈎 栗本
下鈎・苅原 ―
小野・手原 豊田

六地蔵・大橋 梅の木
伊勢落・林 高野

出庭・千代（守山市） 出庭
高野・辻 高辻

蜂屋・野尻 蜂屋
渋川（草津市）・中沢・笠川 川中

綣・霊仙寺・北中小路 綣
駒井沢・集・新堂（以上草津市）・十里 駒井

川原・平井（草津市）・小平井 平川原
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